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一一一熊 谷 朗氏 
Dr. Akira KUMAGAI 
千葉大学教授(医学部第2内科)一一一
大正 9年 8月25日 兵庫県に生まる
昭和 20年 9月 岡山医科大学卒
昭和 20年 1月 大阪大学第 3内科に入局
昭和 24年 6月 同助手
昭和34年 8月 同講師
昭和38年 4月 同助教授
昭和46年 2月 千葉大学第2内科教授
大阪大学第 3内科における 25年間の研究歴において，まず今村荒男教授のも
とでは結核病学，アレノレギーにかんし，堂野前維摩郷教授のもとでは循環器とく
に呼吸器疾患にかんし，山村雄一教授のもとでは代謝病，生化学にかんし，指導
をうけられた由。この間，内分泌学を制するものは内科学を制するという A1・ 
brightの名言を信じ，独自に内分泌学を勉強，昭和 39年 7月より 1カ年間，カ
ナダ，モントリオール大学， Hans Se1ye教授のもとに留学された。
現在の研究分野は， 1)内分泌学，とくにホルモンの調節機構とその異常に興味
をもち， ACTHの生合成調節と代謝，副腎皮質ホJレモンの調節とその代謝，ア
ルドステロンの調節など。 2)臨床アレルギー，とくに晴息を中心としたレアギン
タイプのアレルギー研究，病巣感染のアレルギー性病因機序，躍原病の診断と治
療。 3)脂質代謝の研究。その他和漢薬の生化学的薬理学的研究にも興味をもって
おられる。
和文，欧文による数多い業績のうち，単行本として次の二つがある。
熊谷朗: ホルモンの分泌調節，昭 45，中外医学社
熊谷朗，森本靖彦: ACTH-基礎と臨床，昭 45，中外医学社
かつて教室員相互の不信感により，診療・研究両面における活動が一時的に停
滞した第2内科教室においても，先生の就任を契機として秩序が回復し，今や相
互の信頼にもとづく教室体制が確立されつつある。これは偏に就任第一声にあげ
られた“教室員相互の信頼関係を強く打ち出す"という教室の運営方針によるも
のであろう。その人柄は，全く豪放，明朗であり，かつ，他人をして，親しみの
なかにしぜんと信頼感をいだかしめる雰囲気を具えていられる。近い将来，研究
面においても，国際的評価にたえうる独創的な研究が，どしどし現われるものと
期待される。 (Y. 1.) 
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